
 
 
「国際⼈権アカデミー
   ビジネスと⼈権特別セミナー」
 国際⼈権NGOヒューマンライツ・ナウでは、2020年1⽉25⽇（⼟曜）の１⽇を使って、ビジネスと
⼈権に関する国際基準および関連する国際⼈権法を学ぶセミナー「国際⼈権アカデミー：ビジネス

と⼈権特別セミナー」を開催いたします。

ビジネスと⼈権に関する様々なトピックに関する課題について、国際⼈権の切り⼝から学んでみま

せんか。本セミナーは、当該分野の第⼀線で活躍する実務家講師陣から国際的スタンダードを直接

学ぶことのできる絶好の機会です。

⽇時：2020年1⽉25⽇(⼟)
場所：⻘⼭学院⼤学�2号館�232教室 東京都渋⾕区渋⾕4-4-25
＜アクセス＞

JR⼭⼿線、東急線、京王井の頭線「渋⾕駅」宮益坂⽅⾯の出⼝より徒歩約１０分
地下鉄「表参道駅」B1出⼝より徒歩約５分
�
資料代：18,000円（※早割適⽤15,000円）
※1⽉23⽇（⽊）までにお申し込みの場合は早割を適⽤し、参加費⽤は15,000円といたします
※事前申込制（申込⽅法は裏⾯をご参照ください）
�

プログラム

※講義の順番および担当講師は⼊れ替わる可能性がございます。ご了承ください。

�
(1)9:50-10:00 イントロダクション
(2)10:00-11:00「ビジネスと⼈権」概論
 佐藤暁⼦弁護⼠（ことのは総合法律事務所）

(3)11:10-12:10��企業が遵守すべき国際⼈権基準
 申惠丰教授（⻘⼭学院⼤学法学部・⼤学院法学研究科教授、HRN理事⻑）
(4)13:00-14:00��⼈権デュー・ディリジェンスの実務
⾼橋⼤祐弁護⼠（真和総合法律事務所）

(5)14:10-15:10��技能実習⽣問題の今〜企業に求められる対応 
指宿昭⼀弁護⼠（暁法律事務所）

(6)15:20-16:20��ステークホルダー・ダイアローグの実務〜企業とNGOとの付き合い⽅
國廣正弁護⼠（国広総合法律事務所、HRN運営顧問）
伊藤和⼦弁護⼠（ミモザの森法律事務所、HRN事務局⻑）
(7)16:20-16:40��クロージング

ヒューマンライツ・ナウ
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申込⽅法は裏⾯に記載しています

詳細はこちら



申惠丰⽒（⻘⼭学院⼤学法学部教授∕ヒューマンライツ・ナウ理事⻑）

1993年ジュネーブ国際⾼等研究所修⼠課程修了、1995年東京⼤学法学政治学研究科博⼠課程修了。現在、⻘⼭学
院⼤学法学部教授、⼀橋⼤学法科⼤学院・早稲⽥⼤学法学研究科⾮常勤講師（国際⼈権法）。国際⼈権法学会理

事⻑（2015〜2018年）、パリ第⼆⼤学⼈権⼈道法研究センター客員研究員（2017年）などを歴任。著書に、
『⼈権条約上の国家の義務』（⽇本評論社、1999年）、『⼈権条約の現代的展開』（信⼭社、2009年）、『国際
⼈権法―国際基準のダイナミズムと国内法との協調〔第2版〕』（信⼭社、2016年）など。

�
�國廣正⽒（弁護⼠∕ヒューマンライツ・ナウ運営顧問）
1955年⼤分県⽣まれ。東京⼤学法学部卒業。専⾨分野は、危機管理、企業のリスク管理体制構築（コンプライア
ンス・コーポレートガバナンス・内部統制）。多くの⼤型企業不祥事の危機管理、第三者委員会調査などを⼿が

ける。⽇本企業の海外グループ会社の体制整備（外国公務員贈賄防⽌、NGOとの対話によるリスク管理など）に
詳しい。⽇本経済新聞「2018年企業が選ぶ弁護⼠ランキング」の危機管理部⾨第1位。著書に、『海外贈収賄防
⽌コンプライアンスプログラムの作り⽅』（レクシスネクシス・ジャパン）、『修羅場の経営責任 今、明かさ

れる「⼭⼀・⻑銀破綻」の真実』（⽂春新書）、『それでも企業不祥事が起こる理由』『内部統制とは、こうい

うことだったのか』『企業不祥事を防ぐ』（いずれも⽇本経済新聞出版社）などがある。

�
伊藤和⼦⽒（弁護⼠∕ヒューマンライツ・ナウ事務局⻑）

1994年に弁護⼠登録。⼥性、⼦どもの権利、えん罪事件など、⼈権問題に関わって活動。⽶国留学後の2006年、
国境を越えて世界の⼈権問題に取り組む⽇本発の国際⼈権NGO・ヒューマンライツ・ナウを⽴ち上げ、事務局⻑
として国内外で現在進⾏形の⼈権侵害の解決を求めて活動中。同時に、弁護⼠として、⼥性をはじめ、権利の実

現を求める市⺠の法的問題の解決のために⽇々活動している。ミモザの森法律事務所(東京)代表。�
�
⾼橋⼤祐⽒（真和総合法律事務所パートナー弁護⼠）

企業・⾦融機関に対して、グローバルコンプライアンス、コーポレートガバナンス、サステナビリティ分野を中

⼼に法的助⾔・紛争解決を担当。ビジネスと⼈権の分野では、⽇弁連弁護⼠業務改⾰委員会CSRと内部統制PT副
座⻑として「⼈権DDガイダンス」「サプライチェーンCSR条項」「ESGガイダンス」の策定に関わったほか、国
際法曹協会ビジネスと⼈権委員会オフィサー、外務省「ビジネスと⼈権に関する⾏動計画に係る作業部会」構成

員，ジェトロ・アジア経済研究所ビジネスと⼈権政策提⾔研究会委員、ビジネスと⼈権ロイヤーズネットワーク

運営委員を務める。法学修⼠（⽶・仏・独・伊）。

�
指宿昭⼀⽒（弁護⼠∕ヒューマンライツ・ナウ�技能実習⽣ＰＴ）
2007年弁護⼠登録。労働事件（労働者側）・外国⼈事件（⼊管事件）に専⾨化した弁護⼠業務を⾏っている。外
国⼈研修⽣の労働者性を初めて認めた三和サービス事件判決、精神疾患に罹患した労働者の解雇を無効とした⽇

本ヒューレット・パッカード事件判決、歩合給から残業代等を控除する賃⾦規則は労基法37条の趣旨に反し違法
と判断した国際⾃動⾞事件判決、⽇本で⽣まれ育ったフィリピン⼈⾼校⽣に対する退去強制令書発付処分を取り

消した判決などを勝ち取っている。⽇本労働弁護団全国常任幹事。外国⼈技能実習⽣問題弁護⼠連絡会共同代

表。外国⼈労働者弁護団代表。⼀般社団法⼈弁護⼠業務研究所副代表理事。共著に、「外国⼈研修⽣�時給300円
の労働者2�−使い捨てをゆるさない社会へ−」（明⽯書店、2009年）、「外国⼈実習⽣�差別・抑圧・搾取のシス
テム」（学習の友社、2013年）、「外国⼈技能実習⽣法的⽀援マニュアル�今後の外国⼈労働者受⼊れ制度と⼈権
侵害の回復」（外国⼈技能実習⽣問題弁護⼠連絡会編、共著、明⽯書店、2018年）他がある。
�
�佐藤暁⼦⽒（弁護⼠∕ヒューマンライツ・ナウ�ビジネスと⼈権チーム）
2012年に弁護⼠登録。特にサプライチェーン・マネジメントやESG投資対策といった視点を含む、「責任あるビ
ジネス」に関するコンサルティング、東南アジアなどの現地でのステークホルダー・エンゲージメントのコーデ

ィネーターといった活動に携わる。⽇弁連国際⼈権問題委員会及び同ビジネスと⼈権PT幹事。ヒューマンライ
ツ・ナウのビジネスと⼈権チームのメンバー。2016年、在オランダ・ハーグのInternational�Institute�of�Social
Studies開発学修⼠課程（⼈権専攻）修了。

◆講師プロフィール（順不同）

◆申込⽅法
�〇Peatix(ピーティックスでのお申し込みの場合

こちらのURLもしくはQRコードから申込・チケット購⼊をお願い致します
�
〇メールでのお申し込みの場合

HRN事務局(info@hrn.or.jp）へ、件名を「2020国際⼈権アカデミー参加希望」として、お名前、ご連絡先をご
送信下さい。

�
〇キャンセル料につきまして

当イベントでは資料・会場の⼿配の関係上、以下のキャンセル料をいただきます。何卒ご了承ください。

・キャンセル料当⽇（1⽉25⽇）：全額15,000円�
・3⽇前以降（1⽉22⽇〜24⽇）：半額5,000円
・3⽇前まで（〜1⽉21⽇）：Peatix⼿配⼿数料（1,000円以下の⾦額になります）
�

-お問合せ先-
�

ヒューマンライツ・ナウ事務局

（担当：⼭⼝）

�
Email:info@hrn.or.jp
Tel:03-6228-1528
Web:http:hrn.or.jp

�
�
�


